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環境って？ 
 かわごえ環境ネットでの会議等

では、環境についてかなり熱心に

話し合いが行われますが、「環境に

配慮した行動は実際の生活でどの

位意識されているのか？」現実問

題として、考えさせられることが

2点ありました。 

 その 1：2つの中学校の家庭教育

学級で「かわごえアジェンダ 21」のチェックシートに記入していただ

きました。51名の 30～40代の主婦層の結果です。省エネ、ごみ分別、

節水等では、環境に配慮した行動をしているのですが、社会環境への

参加や行政に対しての動きがありません。教育問題（特に進学）は必

ず話題となりますが、環境問題となるとすぐ目に見えないし、かなり

長い期間の変化であったりするため自分自身の問題として捉えにく

いのが現状でしょう。私自身も有吉佐和子氏の「複合汚染」のインパ

クトがあったため、環境に多少関心が向いたのですが、南極の棚氷崩

壊、ヒマラヤの雪解けなど現在の生活では直接関係がない（本当はあ

る）ので関心は薄いのだと思います。 

 その 2：毎月第 2 土曜日に「福原ファームクラブ」として農作業の

手伝い（邪魔？）をしています。今回近隣住宅に参加募集のちらしを

いれたところ、若い家族が沢山参加してくれました。子どもは 2～3

歳児です。「土に親しむ事が少ないので、広い畑で農産物を触ってみ

たい」「農家と農地を見てびっくり」。この活動は冬場に雑木林の手入

れをして循環型農業を理解し、フードマイレージの少ない地産地消の

消費者となることと、市場に出ない野菜の多さ（プラス農作業の大変

さ）を知ってもらうことです。 

 「知ること・見ること・考えること・行動すること」。変わった人

と言われても環境にとってよいことを伝え、行動するのは 10 年後、

20 年後の世代から今を預かっている大人の責任です。気がついた人、

ご一緒しましょ。 かわごえ環境ネット副理事長 横山三枝子 

「福原ファームクラブ」での子どもの農業体験 
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かわごえ環境ネットの活動報告 
玉原高原自然観察会報告

 
湿原の木道を行く 

目的地：群馬県沼田市玉原高原，実施日時：7

月 1日（水）8:00～18:00，参加人数：会員・一

般で計 48名，現地ガイド：4名，費用：バス代

等 2,500円 

 この企画は自然環境部会・植物調査グループ

の中から生まれました。昨年の秩父演習林に続

き、川越からちょっと遠くの自然を見つめ視界

を広くしようという主旨です。当初一般参加者

も含め 30人規模の計画でしたが、いざ募集受付

が始まるとすぐに 40人近い応募になり、急遽バ

スを大型に変更し希望者を受け入れることにな

りました。これに伴い現地ガイドの方も 4名に

増員要請をしました。 

 自然観察会では講師によって得るものに差が

でます。今回はたまたま植物調査メンバーに、

NPO「玉原高原の自然を守り育てる会」の中心

者を紹介して頂き、現地に詳しい方を依頼する

ことができました。これも環境ネットを介した

人と人との繋がりが奏功したのだと思います。 

7 月 1 日は梅雨の時期にもかかわらず計画した

のは、この日の周辺が「湿生ランの女王」と呼

ばれるトキソウの開花時期だからです。ところ

が、当日は心配された雨にも数分見舞われただ

けで後は雨には会わずじまいで幸運でした。 

バスは関越道を経由し 11 時少し前に玉原高原

に到着しました。4 名の講師にあわせて参加者

は 4 グループに分かれ、12 名前後で散策です。

一周 40分あまりの湿原は今、トキソウ、サワラ

ン、ヒオウギアヤメ、キンコウカなどが花盛り

で他にも多種の湿生植物を観察できました。ガ

イドさんによるとこんな湿原も戦時中は軍馬の

養成のために、乾燥化が計られ沢筋が不自然に

曲げられたため植生がおかしくなったエリアが

あるとのことです。また、近年はアシが侵入し

てきて除去作業が大変だそうです。 

 続いてブナ平に向かいます。この一帯はブナ

林の中にミズメやシナノキの巨木も混在する植

生です。キビタキ、ホトトギスなどの野鳥の声

が響きます。 

 最後に自然再生エリアに案内して頂きました。

本来ブナ林だったところが戦時中に薪などのた

めに伐採され放置されたためにキハダやチシマ

ザサなどの群落になった地を本来のブナ林に戻

そうという試みです。歩いて進むのさえ困難な

地を地ごしらえし、地取りの若木から育てたブ

ナを何百本も植えています。リーダーの飯野さ

んは「大変だけれど夢があります。ただ作業す

るのでなくテーマを検証できるよういろいろ実

験をしかけています。」と語られました。日本の

あちこちでこのように地味ながら自然再生の活

動があり、それが次の時代へと繋がっていくこ

とでしょう。          （賀登環） 

 

 
霧のブナ林 幽玄な雰囲気 

 
トキソウ 

 
ササ丈を越した植栽ブナと飯野さん 
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埼玉県主催「クールアース・デー IN 埼玉 2009」に参加して

 
展示の前で説明する松岡壽賀子さん 

 7 月 7 日（火）浦和駅東口にできたパルコの

ある「コムナーレ」9・10 階に設けられた「さ

いたま市市民活動サポートセンター」で、埼玉

県主催の「クールアース・デー IN 埼玉 2009」

が開かれました。サブタイトルは「～地球の今

を見つめよう そして未来へ～」とし、36 の団

体や企業の展示、自然写真家の丹葉さんの基調

講演、3 団体の事例発表と、盛りだくさんの内

容でした。川越市からは、展示でかわごえ環境

ネットが、事例発表で環境政策課の地球温暖化

担当が参加しました。 

 かわごえ環境ネットの展示は、環境家計簿や

生ごみの堆肥化、緑のカーテン、雨水の利用等

の省エネ家庭の奮闘ぶりを松岡壽賀子さんが、

太陽光発電と太陽熱温水器利用による省エネ効

果のデータ解析を渡辺が担当しました。 

また、川越市が経済産業省と(独)新エネルギ

ー・産業技術開発機構による「新エネ 100選」

に選ばれた新聞記事を拡大し紹介しました。 

 事例発表では、熊谷市立玉井中学校、環境ネ

ットワークよしかわの発表に続き、川越市の地

球温暖化対策担当の箕輪主査が「川越市の地球

温暖化対策への取り組みについて」と題して講

演しました。1996（平成 8）年の 1%節電運動か

ら始まり、翌年からの太陽光発電補助事業等、

さまざまな啓発活動が紹介されました。 

（渡辺利衛）

 

伊佐沼周辺を 150人できれいに、かわごえ環境ネットもお手伝い

  
伊佐沼周辺草刈り・清掃活動の様子

 
集められた草とごみ

 
やすらぎのさと周辺のごみ拾い 

 
小仙波ＪＣバス停付近も 

 7月 19日(日)に、伊佐沼周辺田園環境保全組

合主催による、伊佐沼周辺草刈り・清掃活動が

行われました。参加は「伊佐沼の蓮を咲かそう

会」「沼端作業受託集団」「鴨田第 3自治会」「沼

端自治会」「二の関自治会」「荒川右岸用排水土

地改良区」の6団体で150人以上の人々が参加、
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8 時から約 2 時間にわたって草刈からごみ拾い

を実施しました。かわごえ環境ネットも一回り

して拾い残しのポイ捨てごみを回収しました。 

 一方、やすらぎのさと周辺も 9 時半から約 2

時間にわたってポイ捨てごみを回収しました。

小仙波インターチェンジ下のバス停の植え込み

まわりは、5 月末の「ごみゼロ運動」でも手付

かずだったようです。 

 今年の「ごみゼロ運動」参加者は 5万人でし

たから、有効な人員配置をすれば、市内全域を

カバーしてポイ捨てごみ拾いができたのではな

いかと痛感しました。     （武田侃蔵） 

 

会員からの活動報告

川越のアメニティを考えるシンポジウム

 
シンポジウム会場にふさわしい中央公民館分室の庭園 

 

 
2グループに分かれての話し合い 

 

 
地図を囲んで話し合い結果の報告 

 

 

 6 月 27 日（土）の午後、NPO 法人日本アメ

ニティ研究所（JARC）主催、東洋大学小瀬研究

室協力による「川越のアメニティを考えるシン

ポジウム」が、小泉八雲ゆかりの屋敷を移築し

た川越市の中央公民館分室（六軒町）にて開催

されました。このシンポジウムは、昨年 10月 1

2 日に実施された「川越アメニティマップワー

クショップ」の結果をふまえて、川越中心市街

地のアメニティ（総合快適性）の課題を検討し

ようという趣旨で行われました。 

 風情のある和室で、11人という少人数ではあ

りましたが、アメニティ研究のプロフェッショ

ナルである JARCメンバー5名、地域に詳しい 3

名の市民の方々、小瀬研究室のメンバー3名で、

「立門前通り」と「出世稲荷神社」という、観

光地と 3駅エリアの間に位置する場所を取り上

げて議論しました。 

 立門前通りでは、「年寄りが憩える町」として、

休憩できる場所や和服でも入れるトイレの設置

や、川越織物市場をはじめとする文化財や町の

雰囲気を残すことが課題として取り上げられま

した。出世稲荷神社については、鏡山酒造跡地

と観光エリアをつなぐ場所としての役割の期待

や、イチョウや鳥居など、歴史をふまえた空間

の整備の必要性が取り上げられました。 

 商業の空洞化とマンションの進出が同時進行

しているエリアですが、地元の方々をはじめ、

いろいろな人の知恵を結集することが、歴史を

大切したアメニティを感じるまちづくりにつな

がるのではないかと思いました。（小瀬博之） 



月刊 かわごえ環境ネット 2009年 8月号 No.034 

- 5 - 

幼児むけ環境教育「森のムッレ教室」開催

 

 森のムッレ教室とは、ムッレという妖精の存

在とともに、自然に親しみを持ってもらうこと

を目的として行う幼児むけ（主に 5,6歳児対象）

の環境教育です。 

 ムッレ教室を開催したのは、川越市立仙波町

保育園の年長クラス（5,6 歳児）18 名。梅雨に

入る直前の 6月に 4回ほど、仙波河岸史跡公園

で開催しました。各回にはテーマを設定し、テ

ーマにそっての説明や観察を行いました。 

●第 1回のテーマは、「自然のエチケット」 

 子供たちが拾ってきたごみを土に戻るごみと

戻らないごみにわけ、戻らないごみを道に捨て

てはいけないことを、虫や鳥の立場から説明す

るものです。その後、公園内で、土に戻るごみ

（枯れ葉など）の近くにいる虫をルーペで観察、

新たに発見したことを発表してもらいました。 

●第 2回のテーマは、「分解者をさがせ」 

 枯れ葉や死骸を分解し土に戻す虫を探し、よ

く観察させました。ミミズやだんご虫などを捕

まえ、ミミズの口を観察したり、虫の臭いを嗅

いだり、五感で虫とのふれあいをしていました。 

●第 3 回のテーマは、「春の草花、触って嗅い

で観察しよう」 

 袋に入っている草や枝を触覚だけを頼りに捜

してくるゲーム（秘密の袋ゲーム）や、草の臭

いを嗅いだり、ルーペで葉をよく観察したりし

ました。葉の表と裏ではルーペで見ると違って

いること、葉っぱに毛があること、形や色が違

うことなど新たな発見をしていました。 

●第 4回のテーマは、「ムッレと遊ぼう」 

 ムッレ役を日本野外生活推進協会の森下さん

に依頼し、登場してもらいました。子どもたち

は妖精ムッレが登場すると目を輝かせ、ムッレ

からの自然のエチケットについての話を熱心に

聴いたり、一緒に遊んだりとムッレとの交流を

楽しみました。お別れにムッレから 1人 1人へ

笹舟がプレゼントされ、公園の小川に笹舟を浮

かべ遊びました。 

ムッレ教室が終了した後に、子供たちの描く絵

にはムッレが登場したり、笹舟を大切にする子

供がいたりするなど、その心に印象深く残った

ようです。ムッレと遊んだ自然を大切にした

い・・・その気持ちが青年へと成長したときに

保全行動へとつながることを願ってやみません。 

（社会環境部会 飯島希） 

 

※この活動は、（財）日本環境協会 藤本倫子環

境保全活動助成金基金を受けて実施しました。 

 
第 2回「分解者をさがせ」の様子 

 
第 3回「春の草花」の様子 第 4回「ムッレと遊ぼう」の様子 
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近隣市の環境行政「坂戸市」

「人・まちスリム 100」の坂戸市、ごみ減量への取り組み着々と
 2004（平成 16）年にプラスチック製容器包装

の分別収集と区分を大幅に変更、11 種 15 区分

とし、あわせて指定袋製を導入した坂戸市のご

み減量の取り組みは、着実に進んでいます。20

03（平成 15）年度までは年々増えていたごみの

排出量も、1 人当たり 1,015g から平成 16 年度

に 889g に激減した後も、心配されたリバウン

ドもなく 2008（平成 20）年度で 828gとなりま

した。 

 数値的には、2004（平成 16）年度を基準に 2

015（平成 27）年度を達成目標年度としており、

今年はちょうど折り返し年になります。1 人 1

日あたりのごみ排出量は 889gから 830gへ、リ

サイクル率は 34.1%から 35%以上へ、最終処分

率は 5.6%から 5.5%以下へと目標を掲げていま

す。「ごみに関する懇談会」開催などの啓発と

あわせ、ごみ減量の成果を「坂戸市緑と花と清

流基金」へ還元する施策も取り入れ、市民の協

力を得て効果をあげています。 

 坂戸市の「指定袋」は赤の燃やせるごみ、青

の燃やさないごみ、黄の資源物の 3種に分かれ、

10枚入りで 45ℓが 85円、30ℓが 55円、20ℓが 4

5 円となっていますが、いわゆる「有料化」と

は一線を画しています。有料化を正面から打ち

出すよりも、指定袋制度の導入が実践的かもし

れません。 

 環境啓発施設の「環境学館いずみ」では 26

日に「坂戸水フォーラム」を開くなど、7 月は

8 講座が開かれています。来年開設する川越市

のリサイクル施設や環境学習施設の運用にと

っても参考になるようです。 

         （武田侃蔵）

 

川越市からのおしらせ

環境学習用映像ソフトの貸出しについて 環境政策課 
 ８月３日から、地域や学校、事業所での環境

学習のための映像ソフトの貸出しを始めます。 

 各団体等の活動に、ご活用ください。 

 

【貸出し方法】環境学習用映像ソフト貸出し申

込書に必要事項を記入の上、環境政策課にご提

出ください。 

【貸出し対象者】市内に在住、在勤、在学する

者及び市内で環境に関する活動をしている法人、

団体等 

【貸出し内容】地球温暖化対策、省エネ、エコ

ドライブ、廃棄物の減量や資源化、川や雑木林

などの自然環境保全等の映像ソフト（DVD、V

HS、CD） 

【貸出し数量等】1 回の貸出しにつき 1 人（1

団体）3点まで 

【貸出し期間】2週間以内 

【貸出し費用】無料 

【引渡し・返却場所】川越市役所 環境政策課 

※映像ソフトの使用後、環境学習用映像ソフト

利用実績報告書を提出していただきます。 

※郵送での引渡し、返却は行っておりません。 

【お問い合わせ】環境政策課 環境推進担当 

Tel.049-224-5866，Fax.049-225-9800

 
川越市提案型協働事業補助金について 市民活動支援課 
 川越市では、市民のみなさんと行政との協働

によるまちづくりを推進するため、公益的な活

動を行っている市民団体等（自治会等の地縁組

織、NPO法人、市民活動団体等をいいます）と

協働して、きめ細やかな公共サービスを提供す

ることができる「協働推進事業」を制度化しま

した。今回、その制度の中の「提案型協働事業

補助金」の対象となる事業を募集しています。

かわごえ環境ネット会員の民間団体の方々も応

募してみませんか。 



月刊 かわごえ環境ネット 2009年 8月号 No.034 

- 7 - 

【募集期間】平成 21年 8月 20日（木）まで 

【対象団体】市内に事務所又は活動場所があり

公益的活動を行う、宗教、政治、選挙活動を目

的としない 5人以上で構成された団体 

【対象事業】地域の生活環境の向上に関する事

業（地域の自然環境の保全・活用等）など、市

民活動団体が地域の課題を解決するために、主

体的に行う公益的活動が対象です。 

【補助金額】事業にかかる経費の 2 分の 1（20

万円を上限） 

【応募方法】市民活動支援課（本庁舎 3階）で

配布している応募要項の申請書に必要事項を記

入し、必要書類を添付して同課へ 

※応募要項は、市ホームページからダウンロー

ドできます。 

※お問い合わせは、川越市役所市民部市民活動

支援課 Tel.049-224-5705まで。 

 

 

親子リサイクル体験ツアーについて 資源循環推進課 
 ごみ処理施設の見学と廃材を利用した工作な

どを行う親子リサイクル体験ツアーを実施しま

す。 

【日時】8月 18日（火）・19日（水） 

8:45-16:30（集合：川越市役所玄関前） 

【対象】市内在住の小学生と保護者 

【定員】26人（抽せん） 

【申し込み】ハガキに催し名、希望日、住所、

子どもの氏名・学年、保護者の氏名、電話番号

を明記し、8月 5日（水）（消印有効）までに〒

350-8601川越市役所資源循環推進課へ 

【問い合わせ】資源循環推進課（Tel.049-224-59

08）まで。 

 

 

【再掲】市民環境調査「かわごえエコツアー」 環境政策課 
 「川越グリーンマップ」を利用して、市内の

環境スポットをバスで見学し、講師から各所の

環境面における位置づけの説明を受けます。ま

た、参加者にアンケートを行い、市内の環境ス

ポットのデータ収集を行います。そのデータを

もとに、平成 22年度に川越グリーンマップの改

定を行う予定です。 

日時：9月 16日（水） 9:00～16:00（雨天決行） 

集合：午前 9時 川越駅西口暫定自由広場  

費用：100円 

定員：25人（先着） 

申込：8 月 5 日（水）午前 9 時から環境政策課

（049-224-5866）へ

専門委員会の活動報告

理事会 
 今年度第４回の理事会が6月26日に川越市役

所本庁舎地下階にある修養室で開催されました。

出席者は 10名、委任 1名でした。主な会議内容

を次に記します。 

1. 10周年記念事業は、すでにお伝えしたとおり

会員から企画の応募を募集して、7月 27日の理

事会で協議することにしました。 

2.専門委員会の活動報告について、前回の理事

会で話し合われた内容を覚え書きとして文章化

を行いました。 

3.環境ネットワーク埼玉主催の東大秩父演習林

の見学研究会（8 月 5 日開催）に、武田理事が

参加することになりました。 

4.NPO法人荒川流域ネットワークから、菅間堰

など入間川の 3つの堰の魚道設置等に関する埼

玉県の「水辺再生 100プラン」への共同提案を

依頼され、連名で提案することを承認しました。 

5.その他、行事報告や東京電力主催の本会会員

向け尾瀬ツアーの通知依頼、団体会員の入会 1

件の報告がありました。    （小瀬博之） 
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社会環境部会 
 7月の社会環境部会の例会は、8日（水）に 9

人が参加して開きました。最初に代表から、7

月号の広報誌送付の際、不注意でエコライフや

10周年アンケート用紙の同封を忘れ、2度送り

になった不手際に陳謝がありました。次いで理

事会の報告がありました。①NPO環境ネットワ

ーク埼玉の 21 年度総会に、村上副理事長と渡

辺社会環境部会代表が出席、県の受託事業を中

心に予算規模が大きくなっている状況が報告

されました②10周年記念事業について、企画提

案の募集を書類で提出するよう要望がありま

した③「かわごえアジェンダ 21」については、

今年度も各イベントでチェックシートの実施

を行い、当面は夏のエコライフ DAY チェック

シート配布とあわせて行うことを決めました

④「水力発電所見学と尾瀬沼 ECO ガイドツア

ー」の東京電力(株)からの提案が、かわごえ環

境ネット会員限定の体験事業として了承され

ました。 

1）地球温暖化対策グループでは、県の「エコ

ライフDAY2009夏のキャンペーン」に協力し、

昨年同様、市内全公民館の登録グループにチェ

ックシートを配布することにし、7 月 1 日の全

公民館長会議で協力を依頼しました。また、「ク

ールアース・デー IN 埼玉 2009」に参加した

渡辺代表から報告がありました。 

2）環境保全・資源化推進グループでは、8月 2

4 日の全国生ごみリサイクル大会に、原嶋、松

岡、武田の参加を了承しました。 

3）まち美化グループでは、7 月 19 日の郊外ク

リーン活動として、例年通り伊佐沼周辺とやす

らぎのさと周辺、および 7 月 25・26 日の「川

越百万灯まつり」中心市街地でごみ拾いを計画、

集合場所等の説明がありました。 

4）9 月から開かれる古谷公民館の環境講座に、

社会環境部会から講師として渡辺（太陽光発

電）、齋藤（環境家計簿）、原嶋（有機野菜）の

3氏が派遣されます。 

5）企画委員会からの提案事業である、羽田空

港の整備工場、東京都下水道処理場のマイクロ

発電等見学の企画について話し合いました。 

      （社会環境部会代表 渡辺利衛） 

 

自然環境部会 
 6 月 15 日（月）は、「第二回・川歩き」とし

て、社会環境部会と合同の総勢 7名の参加で笠

幡地区の南小畔川から北小畔川の観察を実施し

ました。今回の主目的は、埼玉県水辺再生 100

プランの候補地に指定された南小畔川、河南橋

上流の小公園を親水公園に再生するプランにつ

いての意見交換でした。 

 6月 20日（土）は朝霞市民会館において「新

河岸川広域景観プロジェクト」の第 1回会議が

開催され、自然環境部会からは 2名が参加しま

した。 

 7 月 1 日（水）は群馬県「玉原高原」の自然

観察会が開催され、総勢 50名に近い方々の参加

で、ブナ林と湿性植物の群生する湿原の自然を

満喫しました。詳しくは記事をご覧ください。 

 7月 10日（金）は川越市役所 7G会議室にお

いて「7 月度・自然環境部会」が 9 名の参加で

開催されました。最初に、玉原高原自然観察会

の結果報告があり、続いて、8月 18日に計画さ

れている新座市のキツネノカミソリと妙音沢の

湧水探訪会の計画案報告がありました。次に、1

0周年記念事業案について入間市の自然環境PR

誌などを参考にしながら討議し、自然環境部会

としては、川越の自然を小冊子にまとめる方向

で、10周年記念事業企画に応募することになり

ました。最後に、社会環境部会の原嶋さんより

協力要請のあった川越西小学校の子供たちを対

象にした、水生生物による川の水質調査の説明

があり、5名の協力者が決りました。 

（自然環境部会代表：大辻晃夫） 
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これから開催されるイベントのおしらせ

【再掲】「環境に配慮した行動チェックシート（市民編）」の実施（8月 31日までに提出） 
 会員のみなさまには、7 月 2 日に川越市環境

行動計画「かわごえアジェンダ 21」の「環境に

配慮した行動チェックシート（市民編）」をお送

りしました。前年度は、講座やイベントの参加

者に対してチェックシートを実施しましたが、

今年度は、すべての会員の環境に配慮した行動

の実施状況を把握したいと考えております。チ

ェックシートの内容をよく読んで、現在の行動

をチェックしていただき、その結果をおしらせ

ください。 

 7月の郵送資料に同封の封筒あるいは Fax（0

49-225-9800）にて、または事務局窓口（川越市

役所本庁舎 5階環境政策課）へ直接 8月 31日ま

でにご提出ください。 

 なお、団体会員の方は、必要部数をコピーし

ていただくか、事務局へ必要部数をお知らせい

ただいた上で、会員へチェックシートをお送り

いただくなどして、実施を呼びかけていただく

よう、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、Web上でもチェックシートをダウンロ

ードできます。川越市ホームページにアクセス

して、「川越市環境行動計画」「かわごえアジェ

ンダ 21」と検索してください。 

 Web 上でのチェックシート記入についても

検討しています。方法については、準備ができ

次第おしらせします（準備が遅れてすみません）。 

 
【再掲】夏の「エコライフ DAY2009埼玉」にチャレンジを（8月 31日までに提出）
 埼玉県民 100万人以上が取り組んでいる「エ

コライフ DAY」に、この夏もかわごえ環境ネッ

トとして取り組むことになりました。会員のみ

なさまには 7月 2日に「エコライフ DAY」チェ

ックシート（一般用）をお送りしました。家族

ぐるみで取り組んで結果をご報告ください。取

り組んだ結果は、7 月の郵送資料に同封の封筒

あるいは Fax（049-225-9800）にて、または事務

局窓口（川越市役所本庁舎 5階環境政策課）へ

直接 8月 31日までにご提出ください。 

 団体会員の方は、必要部数をコピーしていた

だくか、埼玉県のホームページ（「エコライフ D

AY」で検索）からチェックシートをダウンロー

ドしていただいて、会員へチェックシートをお

送りいただくなどして、実施を呼びかけていた

だくよう、よろしくお願い申し上げます。 

 なお、高校生以下のチェックシートも埼玉県

のホームページでダウンロードできますので、

ご使用ください。

 
かわごえ環境ネット主催・出展行事（記号の凡例はイベントカレンダーをご参照ください） 
★（仮称）川越市森林公園計画地 樹木調査 

日時：8月 4日（火）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

（川越市今福 1295-2） 

持ち物：筆記具 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

 植物調査と折々の自然観察・保全活動をして

います。毎月第 2火曜日定例（次回は 9月 8日）、

事前連絡はいりません。 

●社会環境部会（2009年 8月度） 

日時：8月 12日（水）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

（川越市元町 1-3-1） 

 毎月第 2水曜日に開催で次々回は 9月 9日 

●自然環境部会（2009年 8月度） 

日時：8月 14日（金）15:00-17:00 

場所：川越市役所本庁舎 7G会議室 

 毎月第 2金曜日に開催で次々回は 9月 11日 
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★植物園見学と湧水探訪会 

日時：8月 18日（火）9:00-16:00 

集合場所：川越駅西口暫定自由広場前 

（川越市脇田本町 8-2） 

募集人員：30名（一般 15名、会員 15名） 

参加費：2,000円（保険代含む） 

持ち物：飲み物、弁当、帽子、長袖シャツ、

虫除けなど 

その他：小雨決行 

申込開始：8月 4日（火）午前 9:00から 

申込先：かわごえ環境ネット事務局（環境

政策課 Tel.049-224-5866） 

問い合わせ：賀登（049-234-9366） 

 新座市の花の見頃を迎える「市場坂キツネノ

カミソリの里」と平成の名水百選に選ばれてい

る「妙音沢の湧水」を訪ねるバスツアーです。 

◆広報委員会（2009年 8月度） 

日時：8月 19日（水）10:30-11:30 

場所：川越市役所 5階フリースペース 

★（仮称）川越市森林公園計画地「キノコの観

察会」 

日時：9月 12日（土）9:30-12:30 

集合場所：川越南文化会館（ジョイフル） 

定員：先着 30人、経費：100円 

申込：かわごえ環境ネット事務局（環境政

策課環境推進担当 Tel.049-224-5866） 

 持ち物は、筆記具等。 

◆理事会（2009年度第 6回） 

日時：9月 28日（月）14:00-16:00 

場所：福田ビル 3階会議室 

（川越市郭町 1-2-1） 

会員・関係団体の主催行事 
●福原ファームクラブ 

問い合わせ：横山三枝子（Tel.049-246-9319） 

☞おいしく・楽しく農業体験 

◆8月 8日（土）16:00集合 

◆9月 12日（土）9:30集合 

集合：明見院（川越市今福 677） 

クラブ会費：1 家族 1,000 円（保険代・備

品代等）、クラブ員でない参加者は 1 人 10

0円（保険代）とします。 
年間予定表（活動日は第 2土曜日です） 

●特定非営利活動法人 

武蔵丘陵森林公園の自然を考える会 

問い合わせ：谷津弘子（Tel.049-224-9118） 

☞森林公園自然観察会 

国営武蔵丘陵森林公園南口に 10:20 集合 1

5:00過ぎ終了解散。参加費 200円、入園料

は必要。お弁当持参のこと。 

◆8月 9日（日）昆虫観察会 

 夏の雑木林でトンボやチョウ、セミの抜

け殻、カタツムリなどを観察しましょう。

親子連れを歓迎します。 

◆9月 8日（火）・13日（日） 

 ススキの根元で咲くナンバンギセルの

花や、クモ類を観察しましょう。野草の楽

しいお話は太田先生です。 

●クリーン&ハートフル川越 

問い合わせ：武田侃蔵（Tel.090-2521-5770） 

☞「やめましょう！歩きタバコ・ポイ捨て・放置

自転車」のゼッケンをつけて、まち美化啓発運動 

1. 第 1火曜日・第 3木曜日 

◆8月 4日（火）・20日（木） 

◆9月 1日（火）・17日（木） 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から川越市役所まで 

2. 第 2日曜日 

◆8月 9日（日）・9月 13日（日） 

9:30-11:00 に本川越駅交番横から中央公民

月 日 活動内容（9月以降は 2005～2008年度の例） 
8 8 16:00からブロッコリーとキャベツの植え付け 
9 12 ブロッコリー、キャベツの収穫 

10 10 大根畑の片付け・ビニールはがし 
11 14 里芋の収穫・芋煮会 
12 12 大根の収穫・ビニールはがし 
1 9 雑木林の手入れ・落ち葉掃き・豚汁 
2 13 雑木林手入れ  
3 13 雑木林手入れ 焼き芋・チキンスープ・あそぼうパン 
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館まで 

3. 第 4土曜日 

◆8月 22日（土）・9月 26日（土） 

13:30-15:00 に川越駅東口アトレ横歩道橋

下から本川越駅まで 

●(財)埼玉県生態系保護協会 川越・坂戸・鶴ヶ島支部 

問い合わせ：笠原啓一（Tel.049-222-0957） 

☞伊佐沼探鳥会 

時間：10:00集合-12:00（小雨決行） 

集合：伊佐沼の西側にある東後楽会館入口

近くの蓮見橋 

持ち物：筆記用具、あれば双眼鏡 

参加費：300円、高校生以下 100円 

（保険料・資料代として） 

◆8月 9日（日） 

南の国から渡ってきたサギも、繁殖を終

えて渡りの季節を迎え、群で渡って行くサ

ギが観察できるころです。チュウサギ、ア

マサギなど、他の月に少ないサギが観察で

きます。いつものコサギ、ダイサギ、ゴイ

サギ、アオサギもいます。 

◆9月 13日（日） 

 残暑が続きますが、野鳥の世界では秋、

渡りの季節です。シギやチドリの仲間の鳥

達が、渡りの途中に沼で羽を休めていきま

す。毎年の常連と、数年に一度の気まぐれ

鳥とがいます。今年は何の鳥が飛来するで

しょうか。

おしらせ・編集後記 
●会員からの活動報告・告知等を随時募集 

 会員の活動報告をぜひお知らせください。写

真も掲載可能です。また、本会会員や関連団体

等が主催する公開イベント等の情報の掲載等も

受け付けています。2009 年 9 月号（No.035，8

月下旬発行予定）の掲載原稿は、8月 14日（金）

事務局必着です。電子データでいただけると助

かります。詳しくは、かわごえ環境ネット事務

局までお問い合わせください。 

●かわごえ環境ネットホームページのご案内 

 かわごえ環境ネットホームページでは、「月刊

かわごえ環境ネット」をカラーで見ることがで

きます。また、ちらし・ポスター・ロゴマーク、

入会案内パンフレットなども手に入ります。 

 さらに、Googleカレンダーを使ったイベント

カレンダーは、本会または会員関連のイベント

が日付を追って一覧できます。 

 iモード・EZweb・Yahoo!ケータイなど携帯端

末用ページも用意しています。 

http://kawagoekankyo.net/ 

 

●編集後記 

◆日本一暑いまちを標榜する群馬県館林市と協

働して 8月 8日（土）に館林駅周辺で「気温測

定まち歩き調査」を実施します。ヒートアイラ

ンドや熱中症対策を体感しながらみんなで考え

るイベントです。遠方ですが興味のある方はぜ

ひご参加ください。川越でも夏を省エネで涼し

く過ごす工夫をしてみませんか。  （こせ） 

◆ 水と緑の豊かなまち川越をめざすには、多

くの市民の積極的な参加が求められています。

春の「ゴミゼロデー」には、実数で 5万人近い

市民が参加しましたが、郊外などでは応援して

くれる人がいたら、もっときれいになったのに

との嘆きが聞かれました。 

 環境部の資源循環推進課では、ゴミゼロデー

のほかに、自主的にごみ拾いをする団体に、ご

み袋を支給、トングや啓発ゼッケンを貸し出し

たりする｢環境美化活動支援制度｣があります。

その団体がざっと 24団体。たった一人の登録か

ら、自治会、いきがい大学校友会、会社まであ

りました。活動も月 4回、2回、1回、年 1回ま

でとさまざまでした。このような団体が互いに

連絡を取り合って応援しあうような、横断的な

システムが欲しいものです。（KT） 
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ｗ 
イベントカレンダー（7月 29日~9月 19日） 

日 月 火 水 木 金 土 
★：会員内外を対象にした公開イベント 
●：会員全員が対象の総会・部会・イベント 
◆：理事・委員等が対象の理事会・委員会 
◎：会員主催のイベント等 
○：その他 
詳細は個別の記事を参照ください。 

29 30 31 8/1 

8/2 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地 
「虫の観察会」 

3 4 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査 
◎13:30まち
美化啓発運動 

5 6 7 8 
◎16:00おい
しく・楽しく

農業体験 

8/9 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

10 11 12 
●15:00社会
環境部会 

13 14 
●15:00自然
環境部会 
○本誌 9月号
原稿投稿締切 

15 

8/16 17 18 
★9:00湧水探
訪会 
○8:45親子リサイ
クル体験ツアー 

19 
○8:45親子リサイ
クル体験ツアー 
◆10:30広報
委員会 

20 
◎13:30まち
美化啓発運動 
○川越市提案

型協働事業補

助金応募締切 

21 
◎18:30星空
観察の集い 

22 
◎13:30まち
美化啓発運動 

8/23 
 
 

24 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

25 
 

26 
 

27 28 29 
 
 

8/30 
 

31 
○「チェック

シート」「エコ

ライフ DAY」
提出期限 

9/1 
◎13:30まち
美化啓発運動 

2 3 4 5 

9/6 7 8 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地樹木調査 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

9 
●15:00社会
環境部会 

10 11 
●15:00自然
環境部会 

12 
★9:30（仮称）
川越市森林公園

計画地「キノコ

の観察会」 
◎9:30おいし
く・楽しく農

業体験 
9/13 
◎9:30まち美
化啓発運動 
◎10:00伊佐
沼探鳥会 
◎10:20武蔵
丘陵森林公園

自然観察会 

14 15 16 
○9:00かわご
えエコツアー 

17 
◎13:30まち
美化啓発運動 

18 
○本誌 10月号
原稿投稿締切 

19 
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